
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

『ありがたい付知』             輿 俊哲 

 私は４才の時に父を亡くし、現金収入の無くなった一家は貧乏生活になりました。太郎兄と勝朗兄

は小学校高等科の頃より、他家の手伝い等をして生活を支えてくれました。やがて二人の兄は小学校

を卒業すると砂防工事、河川工事に従事し、遠くは飛騨の宮村まで行ったようでした。こうして母と

二人の兄のお陰様で六人家族は何とか生き延びてきました。 

 輿家の山は屋敷平、牛屋平、わる平に在り、寒のうちの春木伐り、もや伐り、やがて田んぼの二番

草取りの後の春木背負いを楽しんでやりました。兄が木の枝を鉈（なた）で削って作ってくれた箸で

めんぱの麦飯を食べるのも好きでした。 

 川遊びも楽しみで、炎天の田んぼ道を汗をかきながら歩いていき、塔の岩の水べりに着いた時の気

持ちよさは忘れられません。そして吉朗兄に教えて貰いながらいろいろな方法で魚取りに没頭しまし

た。私の一家は川魚が苦手なので取った魚は全部流して帰るのが習慣でした。 

 囲炉裏と風呂の燃料である薪の長さは９０cm で良いが、ご飯を炊く釜戸では長すぎるので薪を３

０cm に切ります。この仕事は吉朗兄と私の役目で暇さえあれば切って割って木置き小屋に積み上げ

ました。 

昭和１１年の３月、宗敦寺の山本和尚様が家にこられ、「誰か１人お寺の小僧に来ないか」と言わ

れました。吉朗兄は即座に「嫌だ」と答えました。私は「俺が行く」と言いました。そんなことで私

は４月８日にお寺に上がり、兄弟子４人と共に小僧生活が始まりました。 

 時は流れて、倅（せがれ）が小学１年生になり、朝の掃除と午後６時よりお経の稽古を日課としま

した。その時ふと、今この６歳の倅を手放して他処のお寺へ上げることが出来るかと考えました。そ

んなことはとても出来ません。あの時の母の気持ちはどうだったろうと思った途端涙が溢れました。 
 
     付知の山 付知の川 付知の野原 付知の池 何もかも懐かしく有難い 

             幾つになっても なつかしく 愛おしく 有難い 付知 
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出席者全員で真剣に検討しました。 

鎌倉市の由緒ある円覚寺松嶺院閑栖 輿俊哲老師よ

り、故郷付知のためにとまちづくり協議会へ現金の

高額寄付を頂きました。会では深甚なる感謝を申し

上げると共に、老師はじめ付知の皆様方の地域への

思いや、付知のまちづくりへの期待に応えるような

活動に有意義に活用させていただきます。 

この度の寄付に合わせて、老師の故郷付知への思い

を寄せて頂きましたのでご紹介します。 

 

 
昭和 ３年１１月 付知町に生まれる(輿平郎) 
昭和１１年 ４月 宗敦寺上山 
昭和２１年 ６月 山梨県月江寺上山 
昭和２３年 ４月 円覚寺専門道場に入門 
昭和３１年 ３月 円覚寺朝比奈宗源老師に嗣法 
          室号直心軒を賜る 
昭和３５年 ３月 東洋大学卒業 

昭和３６年９月 ｱﾒﾘｶ ペンドル･ヒル大学留学 
昭和３８年７月 松嶺院住職 
昭和４３年   円覚寺派法務部長 
昭和４６年   円覚寺専門道場顧問 
昭和６３年   円覚寺派長老 
平成１１年３月 円覚寺派より歴住職に特補され、 

緋の衣の着用が許される 
 
現在は座禅の指導に、年 4 回程宗敦寺へみえています。 
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教教育育文文化化ススポポーーツツ部部会会  

のののイイイベベベンンントトト参参参加加加者者者募募募集集集中中中！！！   

第 ５ 回 
ふるさと巡回ツアー 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

アートピア～宝心寺～水無神社～

阿弥陀堂～宗敦寺～辻堂～   

御岳街道～宮島神社のコースで 

付知の文化財や史跡をバスと徒歩

で訪ねます。 
 
■開催日 10 月 29 日（土） 

■申込み 10 月 19 日（水）まで  

■時 間 8:15～  

■集 合 アートピア付知 

■申込み 付知公民館 

■参加料  子ども（中学生以下）100 円 

大人（高校生以上）300 円 

■対象者 小学４年生以上 

第 ２ 回 
中学生との意見交換会 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

付知の今、将来について、まち

づくり協議会と中学生による

公開意見交換会を開催します。 

一般の方も参加いただけます

ので、是非ご出席ください。 
 
■開催日 11 月 11 日（金） 

■時 間 19:00～ 

■会 場 付知公民館 

■参加料  無料 

※申込みはいりません 

第 ７ 回 
つけちスポーツレクリエーション祭 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

地域交流を深め、健康な人と地域づ

くりのために、秋の一日をスポーツ

で楽しみましょう。 

お誘いあわせのうえ、多数ご参加く

ださい。 
 
■開催日 11 月 6 日(日)12：30～  

       ※駅伝は 8：30～ 

■申込み １０月２１日（金）まで 

■申込先 付知公民館 

■参加料 一部必要な種目があります 

※ハツラツウォーキングは、11/5 に行われます  

※ 詳しくは、チラシまたは公民館にてご確認ください 

付知公民館（８２－３０２３） 

延 
年 

転 

寿 
 ９

月
１９
日
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
で
『
第
62
回
敬

老
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
活
福
祉
部
会
の
中
の
年
間
行

事
計
画
に
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
の

中
で
も
大
変
大
き
な
事
業
の
１
つ
で
す
。 

 

こ
の
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
参
加
者
の
方
が

踊
り
を
見
た
り
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
め
っ
た
に
会
う
事

が
出
来
な
く
な
っ
た
旧
友
と
話
が
弾
ん
だ
り
と
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の
方
か
ら

も
「
参
加
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
た
が
、
来
て
良
か
っ
た
」

「
懐
か
し
い
人
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
し
、
弁
当
も
お
い

し
か
っ
た
」
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
は
小
学
校
の
協
力
を
得
て
、
バ
ス
か
ら
降
り

た
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
受
付
ま
で
子
供
さ
ん
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

今
年
の
敬
老
会
は
１８７
名
の
方
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と
て
も
お
元
気
で
、
主
催
者
側
が
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
お
元
気
で
、
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。 

 

敬
老
会
の
開
催
に
あ
た
り
各
関
係
団
体
等
多
く
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
は
、
高
齢
者
の
方
か
ら
小
さ
い
お
子
さ
ん
ま
で
、

住
民
み
ん
な
が
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
４
日
、(

社)

中
津
川
青
年
会
議
所
主
催
の

「
夢
あ
ふ
れ
る
中
津
川
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

～
み
ん
な
で
描
こ
う
！
中
津
川
の
未
来
～ 

」
が

中
津
川
市
健
康
福
祉
会
館
で
開
か
れ
、
私
た
ち
付

知
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
会
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
中
津
川
市
の
取
り
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
と
い
う
事
で
、
三
枚
の
紙
芝
居
を
使
っ

て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
市
内
各
地
域
か
ら
多
数

参
加
者
が
み
え
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
付
知
地
域

に
限
定
し
た
形
で
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

旧
中
津
川
市
の
方
に
も
旧
郡
部
の
苦
悩
と
奮
闘

を
ほ
ん
の
少
し
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。
出
席
し
て
み
て
自
分
達
も
改
め
て
、
い

ろ
い
ろ
と
考
え
た
り
夢
を
確
か
め
た
り
で
き
て

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
９
月
上
旬
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
花
植

え
を
実
施
し
、
付
知
銀
座
の
商
店
、
民
家
の
方
々

に
配
布
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
道
で
小
さ
な
活
動
で
す
が
、 

出
来
る
事
か
ら
前
向
き
に 

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、 

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

紙芝居①枚目 自分達の身近な問題 紙芝居②枚目 行政に望む事、自分達が出来る事 

紙芝居③枚目 自分達が望む付知町の将来花植えをする付知ＧＩＮＺＡ会の皆さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
  
 
 
  
【夢まつり売上金】 
 

 

総
務
企
画
部
会
か
ら
は
、
10
月
1
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
、
「
ぎ
ふ
・
リ
バ
ー
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
事
業
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
は
、
N
Ｐ
Ｏ
つ
け
ち
が
岐
阜
県
恵
那
土

木
事
務
所
か
ら
受
託
し
た
事
業
で
、
道
の
駅
「
花
街
道

付
知
」
西
側
の
河
川
公
園
の
草
刈
り
、
清
掃
作
業
を
行

う
も
の
で
す
。
作
業
で
得
た
報
酬
は
「
付
知
町
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

同
協
議
会
は
じ
め
多
く
の
団
体
等
か
ら
大
勢
の
皆

さ
ん
に
参
加
頂
き
、
河
川
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
毎
年
7
月
と
10
月
の
２
回

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
、

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

☀今年度寄付金     5,575 千円  

☀花 火 代      4,452 千円 

☀会場整備･警備費等     211 千円 

☀事務費･広告料      510 千円 

☀年越花火経費      300 千円 
※残額は次年度へ繰り越します   

今年も市内外の企業・個人の皆様から多くの賛同を頂き、 

例年に増して盛大な花火大会が実施できました。 

ご理解・ご協力ありがとうございました！ 

編集・発行  付知町まちづくり協議会 広報委員会 

電 話 ０５７３－８２－２１１１  ＦＡＸ ０５７３－８２－４４６５ 

◆早川産業 龍華庵 様 

◆今井 建郎 様 
◆西尾 浩明 様 

◆原 順一 様 
◆熊澤 晴夫 様 

 
5,000,000 円 

2,869 円 

100,000 円 
100,000 円 

30,000 円 
15,000 円 

◆早川 好文 様 
◆曽我 博  様 

◆井上 いし代 様 
◆匿名の方から 

  

100,000 円 

100,000 円 
10,000 円 

8,000 円 

◆鎌倉市円覚寺松嶺院 輿 俊哲 様 

【H23.7.7～H23.10.7 受付分】 

◆イハラサイエンス㈱【夢まつり売上金】 

137,344 円 

まちづくり協議会では、今後も皆様のご意見を伺いながら、いただいたご寄付を有効に活用させていた

だきます。何かご意見等ありましたら、事務局までお気軽にご連絡ください！ 


